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第 31 号 
2018 年２月１日発行  

◆ 目  次 ◆ 
１ シルバー文化作品展入賞作品の紹介 
２ 年頭のあいさつ、県社協会長表彰被表彰者紹介 
３ ≪報告≫ボランティアポイントカード認定者・サロンサポーター養成講座 
４ ≪報告≫疑似体験・ボランティア交流会・傾聴ボランティア講座 
５ ≪報告≫防災訓練・歳末ほっとボランティア、ファミサポからのお知らせ 
６ 地域応援員事業（あいネット）案内、ボランティア活動保険のお知らせ 
７ 寄付ご芳名、特別会員、お詫び、心配ごとカレンダー 
８ 第７回あいら福祉まつり開催案内、見やったもんせ 

※室屋勝男氏、廣濱悦子氏の作品については、平成 30 年 1月 10 日（水）から 

平成 30 年３月 16 日（金）まで姶良高齢者福祉センターに展示しております。 

 

シルバー文化作品展 
～ねんりんピック鹿児島メモリアル事業～ 
 

平成29年度 第26回シルバー文化作品展が開
催され、県内から 292 点の出品があり、姶良市
から 4名の方が受賞されました。 
（シルバー文化作品展は長寿社会運動の一環と
して、心身ともにすこやかなゆとりのある生き
がいづくりを推進するために県及び県社協主催
のもと年 1回開催されます） 
 

県
社
協
会
長
賞
（
日
本
画
） 

『
花
桐
あ
か
り
』
室
屋
勝
男
（
73
） 

金
賞
（
洋
画
） 

「
雅
（
み
や
び
）」
廣
濱
悦
子
（
73
） 

審
査
委
員
長
賞
（
彫
刻
） 

「
無
念
無
想
」 

 
川
平
明
博
（
83
） 

奨
励
賞
（
彫
刻
） 

「
毘
沙
門
天
立
像
」
平
山 

司
（
64
） 

この広報誌は、     の助成金により発行されています。 
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 【表彰式の様子】

 

自
分
を
慈
し
み
相
手
を
思
い
や
る
共
助
の

精
神
を
共
有
し
、
前
向
き
で
常
に
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
活
動
す
る
福
祉
団
体
、
地
域
を
支
え
る
医

療
施
設
、
地
域
サ
ロ
ン
活
動
、
地
域
住
民
の
相

談
・
支
援
を
行
う
民
生
・
児
童
委
員
、
各
種

団
体
、
障
が
い
者(

児)

福
祉
活
動
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
県
中
央
都
市
姶
良
市
と

し
て
「
あ
ん
し
ん
・
安
全
・
安
定
」
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
に
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協

力
、
そ
し
て
市
当
局
の
ご
支
援
等
を
賜
り
、

着
実
な
福
祉
都
市
へ
進
化
の
途
上
に
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
当
社
協
は
、
市
民
の
皆
様
や
各

種
団
体
、
社
会
関
係
者
、
市
当
局
と
の
連
携

の
も
と
、
更
な
る
「
日
本
の
心
を
引
き
継
ぐ
」

募
金
活
動
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
サ
ロ

ン
活
動
な
ど
、
当
社
協
の
地
域
福
祉
事
業
の

更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
第
７
回
あ

い
ら
福
祉
ま
つ
り(

２
月
18
日
日
曜
日)
開
催

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

 

最
後
に
、
中
核
的
組
織
で
あ
る
当
社
協
職

員
の
研
鑚
・
努
力
と
全
市
民
の
ご
支
援
・ご
協

力
、
更
に
ご
理
解
を
糧
に
前
進
す
る
こ
と
を

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。 

平
成
三
十
年
一
月
吉
日 

     

【県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】 

平
成
29
年
度
鹿
児
島
県
地
域
福

祉
推
進
大
会
が
10
月
26
日
、
鹿
児

島
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢

献
さ
れ
た
次
の
方
々
に
対
し
、
鹿
児

島
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
山
田
裕
章

会
長
か
ら
表
彰
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま

し
た
。 

授
与
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
永
年
の
ご

功
績
と
ご
苦
労
に
対
し
深
く
敬
意
を

表
し
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
永
年
に
わ
た
る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人
・団
体 

 
 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
個
人 

岩
㟢 

文
雄 

 
 

奥
村 

司 
 

山
田 

盛
大 

 
 

永
野 

淑
子 

西 

明
子  

 
  

池
田 

弓
子 

中
島 

芳
子 

 
 

宮
路 

教
子 

森
田
久
美
子 

 

永
岡 

政
信 

 

 
 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

さ
わ
や
か
撫
子
グ
ル
ー
プ 

姶
良
三
扇
会 

上
場
に
こ
に
こ
サ
ー
ク
ル 

西
之
妻
子
育
て
サ
ロ
ン 

 
 

 
 

 

  

 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

新
年
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
団
体
、
各
企
業
等
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
た
な
る
希
望
に
満
ち
た
年
を
迎
え
ら

れ
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
天
皇
陛
下
の
退
位
が
来
年
４
月

30
日
と
決
ま
る
な
か
、
陛
下
の
鹿
児
島
へ
の

深
い
思
い
、
特
に
離
島
の
人
々
と
の
心
温
ま
る

ご
交
流
も
拝
聴
す
る
こ
と
も
で
き
、
更
に
、
九

州
各
地
の
自
然
の
猛
威
に
よ
る
甚
大
な
被
害

に
、
被
災
地
へ
の
全
国
か
ら
の
人
道
的
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
復
興
支
援
活
動
に
、
当
社
協
も
職
員

派
遣
で
一
躍
を
担
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
で
は
、
様
々
な
世
界
規
模
で
の
事
件
・
事

象
が
頻
発
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
犠
牲
に

な
っ
た
悲
し
く
痛
ま
し
い
年
で
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。 

 

ま
た
、
当
社
協
も
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
、

経
営
組
織
の
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
社
会
福
祉
法
人
制
度
の
改

革
、
福
祉
人
材
の
確
保
に
努
め
る
改
革
・
具

現
化
の
初
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

本
市
も
例
外
で
は
な
く
「
一
〇
〇
歳
時
代

到
来
」
超
高
齢
社
会
・
人
口
減
少
社
会
に
対

応
で
き
る
市
民
生
活
に
密
着
し
た
社
会
福
祉 

制
度
を
再
構
築
す
る
こ
と
で
す
。 

社
会
福
祉
法
人 

姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長 

深
浦 

卓
二 

○
社
会
福
祉
事
業
施
設
の
長
及
び
職
員 

 
 

 
 

社
会
福
祉
法
人 

晶
貴
会 

奈
良
木
恵
子 

 

石
原 

久
代 

安
田
ヒ
ロ
子 

 
  

社
会
福
祉
法
人 

建
昌
福
祉
会 

今
吉
美
智
子 

 

小
倉 

裕
子 

山
王 

節
子 

社
会
福
祉
法
人 

美
野
里
会 

 
 

 
 

  

宮
口 

正
治 

社
会
福
祉
法
人 

希
望
会 

 
 

 
 

  

迫
田 

千
鶴 

 
 

 
 

 

【順
不
同
・敬
称
略
】 
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未
就
学
児
用
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
も
あ
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い  

カ
ー
ド
・
ス
タ
ン
プ
は
社
会
福
祉
協
議

会
・
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
各
小
・
中
・

高
校
等
に
あ
り
ま
す
。 

 

～児童・生徒のふれあいボランティア活動事業～ 

    

姶良小学校４年生 
いぬい  な  お  

乾 菜穂 さん 

 

 啓明幼稚園（年少） 

 とりいさや さん 

 

 啓明幼稚園（年長） 

 とりいゆうと さん 

 

平成29年度10月23日(月)～12月15日(金)までの期間、

全 16 回(4グループ×4講座)の講座に、延べ 560名の方が受

講されました。 

どの講座も楽しく且つ介護予防につながる内容で、 

今後いきいきサロンで流行りそうです。 

～～講講師師紹紹介介～～  

笑笑いいヨヨガガ…吉原エツ子氏 

ロロココモモ予予防防運運動動…小園美和子氏 

健健康康体体操操…黒木祐輝氏・田中美帆氏 

脳脳トトレレ…社協サロン担当職員 

 

姶良小学校 5 年生 
いぬい  そうま  

乾 聡真 さん 

 

北山小学校 6 年生 
あきまる  よしき  

秋丸 慶喜 さん 

 

姶良小学校 2 年生 
とりい    はるま  

鳥居 大真 さん 

 

姶良小学校 4 年生 
とりつき  しゅう  

取附 修生 さん 

 

この事業はボランティア活動や地域活動に参加した小・中・高校生にボランティアポイントとしてスタンプを押印し、子ども達に 

ボランティア活動や地域活動に取り組むきっかけづくりや心豊かな地域社会づくりにつなげることを目的としている事業です。 

いいぞ！ 

いいぞ！

YEAH!! 
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平成 29年 11月 18日（土）帖佐小学校体育館にて５年生 PTA 

学年レクリエーションで高齢者・障がい者の疑似体験を行いました。 

初めての体験に戸惑う様子もありましたが、自分達のおじいちゃん、 

おばあちゃんの状態や車椅子の介助・自走の仕方、視覚障がい者の日 

常生活の一部を学習し、人を思いやる心を学びました。 

～ 参加者の感想 ～ 

「子ども達も大人もとてもいい体験が

出来ました。子どものうちからこんな体

験ができると、優しい心を養えます。」 

平成 29年 12月 4 日（月）姶良公民館、5 日（火）加治木福祉センター、7 日（木）蒲生高齢者福祉

センターの３地区で講座を開講しました。参加延人数は 65 名で皆さん楽しく受講し、「とても勉強にな

った」「良い講座だった」と多くの声を頂きました。 

～ 参加者の感想（一部抜粋）～ 

・話の内容がとても自身の勉強になりました。今後のボランティアに役立つ事と思いました。 

・「きく」という心構えというか奥深さを感じました。難しいけど生きていくうえで大切なことだと感じました。 

・傾聴を活かしたボランティア活動が出来たらと思います。などなど 

▼姶良公民館 ▼加治木福祉センター ▼蒲生高齢者福祉センター 

平
成
29
年
10
月
31
日
（
火
）
姶

良
公
民
館
２
階
会
議
室
に
て
、
当
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
さ
れ
て
い
る
方
を
対

象
に
交
流
会
を
開
催
し
、
33
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。 

県
内
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
て
い
る
上
ノ
園
弘
氏
よ
り
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
現
場
の
様

子
、
現
場
で
の
情
報
収
集
の
大
切
さ

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
講

話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
講
話
後
は

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
普
段
交
流

す
る
事
の
な
い
方
の
活
動
を
聞
い
た

り
、
交
友
を
深
め
た
り
し
ま
し
た
。 

 

～ 参加者の感想（一部抜粋） ～ 

・自身の体験を詳しく話されてとてもよかったです。私も故郷

なので里帰り（岩手）した際、走っている車は自衛隊の車だ

ったこととその砂煙を思い出しました。いろいろ皆さん活動

しており、頼もしく思いました。などなど 

▲視覚障がい者体験で点字本を触っ

たり、食事をしたりする体験中。 ▲高齢者疑似体験中 ▲車椅子介助体験中 
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平
成
29
年
11
月
５
日
（
日
）
姶
良
総
合
運
動
公
園

に
て
、
姶
良
市
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
活
動

の
様
子
や
活
動
ま
で
の
流
れ
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
動
き

な
ど
を
説
明
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。 

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
と
い
う
特
殊
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
の
炊

き
出
し
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
も
多
く
、
炊
き
出
し
訓

練
を
し
た
い
と
い
う
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
一
日
で
、
災
害
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
少
し
で

も
『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ

け
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

11
月
５
日
姶
良
総
合
運
動
公
園
に
て
、
姶
良
市
総
合

防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
、
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
活
動

の
様
子
や
活
動
ま
で
の
流
れ
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
動

き
な
ど
を
説
明
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。 

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
と
い
う
特
殊
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
の
炊

き
だ
し
に
興
味
を
も
た
れ
た
方
も
多
く
、
炊
き
出
し

訓
練
を
し
た
い
と
い
う
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
一
日
で
、
災
害
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
少
し
で

も
『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

新年度は、入園・入学・就職などに伴い、新規登録や援助依頼が大変混み合い

ます。登録・援助ご希望の方は、事前に打ち合わせも必要です。 

余裕をもって、まずは早めのお電話を！ 

 

 

かもう子育てサロン開催日程 

（蒲生高齢者福祉センター） 

２月１５日（木）・３月１５日（木） 

時間１０時～１２時 

 

平
成
29
年
12
月
16
日
（
土
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
社
協

役
職
員
を
合
わ
せ
た
約
50
名
が
地
域
の
ご
み
拾
い
と
危

険
箇
所
マ
ッ
プ
の
作
成
、
炊
き
出
し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
の
活
動
は
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一
環
と
し
て
、

新
年
を
迎
え
る
時
期
に
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
地

域
の
福
祉
・
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
い
、

た
す
け
あ
い
の
心
と
福
祉
活
動
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
姶
良
市
宮
島

町
を
中
心
と
し
た
近
隣
地
域
を
６
班
に
分
け
て
活
動
し
ま

し
た
。 

●こんな時に利用できます                       

 ・保護者の用事、外出時の預かり 

 ・保育施設への送迎 

 ・保育開所前、閉所後の預かりなど 
 

お問合せ先：姶良市ファミリー・サポート・センター 

      ☎0995-73-3456 （社協本所内） 
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ボランティア活動保険 

ご加入プラン 
平成 29年度 平成 30 年度 

A プラン B プラン A プラン B プラン 

保険金額 

死亡保険金 1,320 万円 1,800 万円 1,040 万円 1,400 万円 

後遺障害保険金 
1,320 万円 

（限度額） 

1,800 万円 

（限度額） 

1,040 万円 

（限度額） 

1,040 万円 

（限度額） 

入院保険金日額 6,500.円 10,000 円 6,500 円 10,000 円 

手術 

保険金 

入院手術 65,000 円 100,000 円 65,000 円 100,000 円 

外来手術 32,500 円 50,000 円 32,500 円 50,000 円 

通院保険金日額 4,000 円 6,000 円 4,000 円 6,000 円 

賠償責任保険金 

（対人・対物共通） 
5 億円 5 億円 5 億円 5 億円 

保険料 
基本タイプ 350 円 510 円 350 円 510 円 

天災タイプ 500 円 710 円 500 円 710 円 

 

ボランティア行事用保険 

◯宿泊を伴う行事（Ｂプラン）に「熱中症」の補償を追加し、保険料が改定されます。  

 1 泊 2 日 2 泊 3 日 3 泊 4 日 4 泊 5 日 5 泊 6 日 6 泊 7 日 7 泊 8 日 

平成 29 年度 239 円 293 円 298 円 352 円 357 円 362 円 500 円 

平成 30 年度 241 円 295 円 300 円 354 円 359 円 364 円 504 円 

ボランティア保険が 

一部変わります 

ふくしの保険 

日常生活に支援を必要としている方（利用会員）と地域の方

の生活を支えたい方（応援員）が会員となり、お互いの支え

合い活動として有償で生活支援サービスを行う事業です。 

満 18 歳以上の心身ともに健全で、社会福祉及び

この制度に理解を有し、生活支援サービスの提供

ができる方 

※養成講座の受講をお願いしております。 

※活動中の保険は加入します（社協負担）。 

日常生活を営む上で、生活を支援する必要性が生

じ、なお且つ他の支援サービスが得られない次の

項目に該当する世帯の方 

① 概ね 65歳以上の高齢者のいる世帯 

② 障がい者・児のいる世帯 

③ 満 18 歳未満の児童を持つ世帯 

④ 出産を控えた女子のいる世帯 
※登録する際には訪問調査を行います。 

※登録料 初年度 1,000 円  
年度更新 500 円が必要です。 

●利用料金（チケット事前購入） 

30 分 300 円（チケット１枚） 

●活動時間 

 8 時 30 分から 17時まで（年末・年始はお休み） 

（内容は利用会員と話し合って決定します） 

買物 調理 掃除 話し相手 軽微な修理 草取り 事務手続き 

●家事支援 

●生活援助 

●事務手続き 

●修繕・交換 

●話し相手 

●付き添いなど 

あなたと話
ができて楽

しいわ… 
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日
頃
か
ら
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
・
運
営
に
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
  

  

  

   

                

    

     
 

      

                                        

                                        

                                       

 
2 月 

日 月 火 水 木 金 土 

    
1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 
   

 

 
4 月 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

9 9 10 11 12 13 14 

16 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30      

 

皆
様
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
た
び
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
る
よ
う
に
と
の
ご
趣

旨
で
香
典
返
し
の
お
礼
に
か
え
て
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
共
に
こ
の
ご
温
情
に

応
え
、
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

寄
付
者 

 
 

故 

人 
  

自
治
会 

  

金 

額 

寄
付
者 

 
 

 

故  

人 
   

 

自
治
会 

 
  

 

金 

額 

 

香
典
返
し
寄
付
（
10
月
１
日
～
12
月
28
日
） 

加
治
木
地
区 

蒲
生
地
区 

一
般
寄
付
（
10
月
１
日
～
12
月
28
日
） 

上
提
凌
一 

 
 
 

さ
わ
や
か
撫
子
グ
ル
ー
プ 

白
金
原
輝
会 

姶
良
三
扇
会 

加
治
木
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ 

姶
良
市
加
治
木
高
齢
者
囲
碁
同
好
会 

姶
良
市
電
設
同
志
会 

 
 
 
 
 

－ 

七
阡
円 

壱
万
七
百
弐
拾
弐
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

伍
万
円  

次
の
団
体
・
個
人
よ
り
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た
。
社
会
福
祉
の
増
進
・
充
実
の
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

非
掲
載
希
望
の
欄
に
は
（
－
）
を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

壱
千
円 

 

（
10
月
１
日
～
12
月
28
日
） 

前
回
号(

30

号)

で
特

別
会
員
納
入
の
記
載
が

漏
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

  

物
品
寄
付 

（
10
月
１
日
～
12
月
28
日
） 

電
動
ベ
ッ
ド 

車
椅
子 

他 

車
椅
子 

中
原
美
幸 

 

熊
須 

繁 

徳
永
文
三
郎 

※
お
詫
び 

参
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

弐
阡
円 

参
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

小
濱
タ
エ
子 

村
ミ
ヨ
子 

石
原
美
津
子 

井
上
雅
博 

小
野
藤
優
子 

内
村
サ
ミ
エ 

内
村
敏
春 

緒
方
美
登 

武
井 

隆 

上
村 

守 

松
田
道
子 

竹
下
康
子 

川
上
陽
子 

 

小
濱
典
昭 

村
重
成 

松
山
ハ
ツ
子 

井
上
シ
ヅ
子 

向
江
初
江 

内
村
重
義 

内
村
ス
ミ
ヱ 

緒
方
清
子 

武
井
信
子 

上
村
政

 

松
田
康
生 

松
元 

貢 

川
上
幸
男 

西
塩
入
中 

内
原
田 

小
烏 

西
ノ
原 

鶴
原 

永
原 

市
来
原 

上
長
谷 

須
崎 

長
谷 

須
崎 

里
ノ
上 

西
諏
訪 

瀬
之
口
幸
子 

湯
之
前
加
代
子 

羽
生
芳
子 

東
村
イ
サ
子 

下
堂
タ
キ 

柿
木
園
ミ
ヨ
子 

有
村
ム
ツ
子 

福
島
一
憲 

木
塲
一
男 

外
園
清
視 

上
髙
牧
ヒ
ロ
子 

東
久
保
セ
ツ
子 

柊
元
紳
一 

有
村
澄
子 

久
保
祥
子 

坂
元
ナ
ル
子 

福
元
道
弘 

－ 
 

瀬
之
口 

孝 

湯
之
前 

博 

末
永
ト
ミ
子 

東
村 

等 

下
堂
清
治 

柿
木
園
純
晴 

有
村
末
男 

福
島
保
子 

木
塲
貞
清 

外
園
勝
美 

上
髙
牧
エ
ミ 

東
久
保
利
行 

柊
元
美
智
子 

有
村
靜
江 

久
保
孝
雄 

坂
元
正
一 

福
元
シ
ゲ 

山
田
テ
ル 

米
丸
中
村 

西
浦
下 

川
東
中 

岩
戸 

柊
野 

本
長
谷 

北
中 

八
幡 

北
中 

漆
中 

迫
上 

高
山
団
地 

新
留 

漆
平 

宮
脇 

畠
田
団
地 

大
迫 

川
東
中 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

 
 

－ 

参
万
円 

伍
阡
円 

参
万
円 

 
 

－ 

弐
万
円 

伍
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

伍
阡
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

猪
目
秋
男 

林 

惠
子 

三
反
菊
江 

尾
形 

学 

中
馬
久
美
子 

向
江
照
文 

猪
目
シ
ヅ
ヱ 

林 

時
治 

三
反 

昭 

尾
形
惟
光 

安
留
澄
子 

向
江
サ
チ
子 

下
新
道 

田
中 

楠
園 

中
塩
入 

岩
原
西
３
区 

菖
蒲
谷 

壱
万
円 

 

民
生
委
員
１
名 

別
當
多
美
子 

有
馬
恵
子 

永
井
チ
リ
子 

福
永
順
子 

社
協
役
職
員
５
名 

弐
千
円 

 

原
田
和
子 

有
村
穆
尚 

大
橋
近
義 

姶
良
地
区 

城
光
寺
美
年
子 

永
野
千
惠
子 

隈
元 

護 

泊 

志
津
子 

中
間
み
ど
り 

新
名 

稔 

投
埜
充
久 

里
山
和
子 

髙
杉
恵
美
子 

福
元
い
つ
え 

重
久
イ
ツ
エ 

永

智
子 

松
元

政 

佐
藤
惠
子 

居
迫
ま
り
子 

室
田
ミ
ヤ 

田
中
ユ
リ
子 

内
村
敏
彦 

小
坂
ミ
ネ
子 

永
野 

幸 

清
水
裕
二 

田
中
茂
子 

柳
元
ア
サ
子 

和
田
な
る
み 

染
川
豊
子 

髙
石
鉄
男 

徳
丸
冬
子 

尾
辻 

勲
・
絹
代 

三
坂
セ
ツ
子 

宮
園
昭
洋 

堂
園
行
男 

福
﨑
フ
ミ
子 

川
原
広
文 

清
藤
む
つ
子 

内
村
む
つ
子 

城
光
寺
達
夫 

永
野
寛
二 

隈
元
シ
ヅ
子 

泊 

掬
生 

中
間
伸
一 

新
名
節
子 

投
埜
尚
子 

里
山
正
義 

髙
杉
綾
子 

福
元
勇
一 

重
久
喜
春 

永

忠
雄 

松
元
タ
キ 

佐
藤
忠
久 

居
迫
ア
キ
ヱ 

室
田
一
夫 

田
中
昭
人 

内
村
昭
子 

小
坂
淳
二 

永
野
三
都
男 

清
水
た
か 

田
中
勝
美 

柳
元
広
徳 

和
田
義
秋 

染
川
行
男 

髙
石
ヨ
シ 

徳
丸
国
盛 

木
キ
ク
エ 

村
田
ス
ミ
エ 

熊
須 

繁 

堂
園
孝
子 

福
﨑
ツ
ル
子 

川
原 

廣 

清
藤
健
一 

谷
口
ツ
ル
子 

俵
原
団
地 

枦
山
上 

帖
佐
駅
前 

森
山 

池
島
町 

十
日
町 

白
金
原 

油
屋 

宇
都 

中
津
野 

上
水
流 

東 東
原
西 

俵
原
団
地
東 

原
方 

豊
留 

目
木
金 

木
津
志 

寺
脇 

枦
山
上 

池
島
町 

板
ノ
口 

春
花 

池
島
町 

北
山
上 

錦
江
団
地 

竪
野 

寺
師 

松
原
上 

白
金
原 

白
金
原 

楠
元 

西
之
妻 

触
田
下 

俵
原 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

 
 

－ 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

伍
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

坂
元
昇
子 

皛
納
幸
子 

坂
元
洋
子 

皛
納
義
範 

松
原
上 

池
島
町 

弐
万
円 

伍
阡
円 

姶良地区  65-7757 

（社協本所） 

加治木地区 62-2041 

（加治木福祉センター） 

蒲生地区  52-1400 

（蒲生高齢者福祉センター） 

日常生活の心配ごとや悩みごとは一人で悩まずにご相談ください。 

相談内容は厳守いたします。相談は無料です。 

 
3 月 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 
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一緒にまつりを盛り上げてくださる 

ボランティアさんも募集しています！ 

発
行
／
社
会
福
祉
法
人
姶
良
市
社
会
福
祉
協
議
会
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